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新 システムの概要 一平成9年4月 導入 システムー

情報処理センター 湊 敏

§1.は じめ に

平成4年10月 に導入 され たスーパ ー一ミニ コ ンピュータ、CONVEXC3420、 お よび ワー一

クステー シ ョン、SUNSPARC2、 を主 コ ンピュー タ とす る情報処理 セ ンターの コ ンピュー

タ システムは、これ まで教 育 ・研究 に利 用 され多 くの成果 をあげてきた。 しか しなが ら、

近年 の コン ピュータのハ ー ドウェア、 ソフ トウェアの進歩 は著 しく、現有 の コ ンピュ,..._._タ

システムは システム 自体が過 去の もの とな り、現 システムで時代 の要請 に見合 った教育を

行 うことは困難 にな って きた。 また、研 究利用 にお いて も、現 システムは処理能 力の点で

不十分 な ものにな りつつ ある。

現 システムが平成9年3月 を もって更新 時期を迎え るにあた って 、次期機種検討 委員 会

か ら新 システムの望 むべ き要件が提案 され た。その要件 は、以下 の ものである。

(1)現 有 シス テ ム の処 理 能 力 の 向 上 が は か られ る こ と。

(2)イ ンタ ー ネ ッ ト/イ ン トラネ ッ トに 対 応 して い る こ と。

(3)マ ル チ メ デ ィア に対 応 で き る こ と。

(4)セ キ ュ リテ ィ機 能 を有 す る こ と。

(5)コ ン ピ ュ._._.タリテ ラ シ教 育 が 行 え る こ と。

(6)現 有 シス テ ム の遺 産 が 利 用 で き る こ と。

新 システム としては、 上に述べ た要件 を満た し、 さ らに新 しい試み を取 り入れ た ものを

構築 した。本報告 では、 この新 システムの概 要 につ いて解 説す る。

§2.新 シス テ ム の概 要

新 システムおいては、分散処理 の効 率化を はか るためTCP/IPで 接続 され た コ ンピュー

タ群 を処 理内容に よって3群 に分割 した。 これ らの3群 は、クライア ン ト群 、計算 ・フ ァ

イルサーバ ー群 、 グラフィ ック処 理サーバ ー群で ある。 これ らの構成 は図1に 示 した。 ク

ライア ン ト群 は、主 と して コ ンピュー タ リテラ シ教 育のための ものであ る。計算 ・フ ァイ

ルサーバ ー群は、高速計算 と巨大 フ ァイル の格納 お よび 般UNIX教 育のための もので

ある。 また、 グラフィ ック処理サーバ ー群 は、大 きな画像 フ ァイルを扱 うグラフ ィック処

理教育の ための もので ある。 計算 ・フ ァイルサ ーバ ー群 お よび グラフィ ック処理サーバー

群 の コンピュー タは、第1、 第2実 習室 の現有 のパ ソコ ンか らtclnetやftpに よ り利用で
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き る 。
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図1新 シス テ ム の コ ン ピュー タネ ッ トワー クの概 要

ク ラ イ ア ン ト群:ク ライ ア ン ト機 は 、現 シス テ ム で は ワー ク ステ ー シ ョ ンで あ ったが 、

新 システ ム で はパ ソ コ ンに した 。 ク ライ ア ン ト機 は 、HPVectraVA6/180と い うパ ソコ ン

にOSと してWindowsNT4.0を 搭 載 した もの で あ る。 これ らの ク ライ ア ン ト機 は、TCP/IP

でWindowsNTサ ー バ に接 続 され て い る。 この よ うなネ ッ トワ.__._ク環 境 で は 、 利 用 者登 録

はNTサ ーバ ー にの み 行 う こ とに な る。 ま た、 利 用 者 の ホー ム デ ィ レク トリや 利 用 環 境 は

サ ーバ ー側 の 磁 気 デ ィス ク 上 に 置か れ て いれ る。 こ の ため 、利 用 者 は どの ク ライ ア ン ト機

を 利用 して も、 常 に 同 じ環 境 で ク ラ イ ア ン ト機 を 利 用 で き る。 これ らの クラ イ ア ン ト機 は 、

DHCPに よ りサ ー バ ー か ら 自動 的 にIPア ドレスを 取 得 で き る よ う に して あ る 。 図2に ク

ライ ア ン ト群 の デ ィス ク レイ ア ウ トを示 した。
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白抜 きのデ ィスクは、ネ ッ トワーク ドライブ

C:¥:windowsNTシ ステ ム と基本 アプ リケー シ ョン ・プ ログラム

X:¥class:授 業 用共 通デー タ領域(毎 週土曜 日に削除され ます)

Y:¥program:授 業用 プログラム格納領域

Z:¥:利 用者 用 ホームデ ィレク トリ

クライア ン ト機 のOSと してWindowsNTを 採用 した大 きな理 由は、NT上 では一般 的な

アプ リケ ー シ ョン ・ソフ トが利用 で きるこ ととNTは セキ ュ リテ ィ機能を持 って い るこ と

であ る。

新 システ ムの クライア ン ト機で は、一般 的なアプ リケー シ ョン ・ソフ トを利用 できるた

め、 ワー ド・プ ロセ ッサ 、表計算、 データベース、プ レゼ ンテー シ ョンとい ったコ ンピュ

ータ リテ ラシ教 育 に必 要 な ソフ トウ ェアを利用 でき る。1)こ のこ とは、本学の ような文

科系大学 においては コ ンピュータの初心者教育 を行 う上 で非常 に役立つ もの と考え られ る。

NTの セキ ュ リテ ィ機 能を利用 す る と、利用者 ご とにフ ァイル、デ ィレク トリのア クセ

ス権 の設定がで き るので、 このセキ ュ リテ ィ機能は クライア ン ト群の システムの安全性を
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はか る上で非常に有 用であ る。 さ らに、rな るパ ソコンと異な り、利用者個人 のデー タの

保 護 も可能 にな る。現在 、 システムの重要な フ ァイルや デ ィ レク トリは…般利用者 は変更

で きない ように して ある。 た とえ ば、情報処 理セ ンターの第1、2実 習室 で利用 している

windows3.1で は利用者が利用環境 を変更 して しまうこ とが多 い。 この ため、授業でパ ソ

コ ンを利用す る とき、学生 によ り利用環境が異 な った り表示 画面が異な り、学生や教 員が

戸惑 うこ とが多か った。新 しいクライア ン ト機 では、利川環境を保存 して いるフ ァイルを

一般利用者 は変更で きな いように して いるので
、Lに 述べ た ような こ とは避 け られ る。 ま

た、新 システムはイ ンターネ ッ ト/イ ン トラネ ッ トに対応 して いるので、学生が電子 メー

ル等を利用 す るようにな って くる。 この時、NTの セキ ュ リテ ィ機能 によ り、学生の個人

情報 の秘密 も守 るこ とができる。

クライア ン ト機 のイ ンタ0ネ ッ ト/イ ン トラネ ッ ト関係で は、wwwブ ラウザの利用 、

電子 メール ツールの利用、telnet、ftpの利用が 可能 にな って いる。WWWブ ラウザ は、 イ

ンターネ ッ ト/イ ン トラネ ッ ト教 育に利用す るこ とがで きる。教育用イ ン トラネ ッ トの た

めのWWWサ ーバ0は 、計算 ・フ ァイルサ ーバ ー群 の2台 の コ ンピュータ上にある。電

子 メール ツール は、教育用イ ン トラネ ッ ト・メールサーバ ーを利用 して、電 子 メールの利

用法の教育お よび学生間や学生一教員間の学 内電 子メールのや りとりに利用 で きる。 計

算 ・フ ァイルサ..__..バr_.__群のUNIXコ ンピュー一タや グラフ ィ ック処理サ ーバ0群 のUNIX

コ ンピュー タはtelnetお よび 食Pに よって利用す るこ とがで きる。x・クライア ン ト・プロ

グラム によ りuNIx上 のx-windowsも 利 用で きる。2)

統 計処理 の教育 、研 究利用 に関 しては、 これ まではUNIxコ ンピュー一タを利用 してい

た。新 システムでは、統 計処理 はパ ソコンで行 え るように した。 これ までは大量 のデータ

の統計処理 を行 うには、パ ソコ ンで はその能力 に問題が あ ったが、現在 ではパ ソコ ンの能

力が向上 しパ ソコン ビで大量のデー タの統計処理が 可能 にな った。 このため、UNIXコ

ンピュー タ用の プログラムに比べ る と、操作が容易で デ0タ の加工が容易 に行え るパ ソコ

ン用の統 計処理プ ログラムを導入 した。3)

各 クライア ン ト機 には、個人 のデータの保 存用 にフ ロッピーデ ィスク装置 とzipド ライ

ブが設置 され てい る。zipド ライブの設置に よ り、 これ まで1枚 の フロ ッピデ ィスクに入

り切 らなか った画像 デ0タ や人 量のデー タのバ ックア ップが可能 にな った。

以上 、 クライア ン ト群 の利用 方法 をま とめ ると次の ようにな る。

(1)コ ンピュータ リテラ シ教 育

(2)イ ンターネ ッ ト/イ ン トラネ ッ ト教育

(3)統 計処理教育

計 算 ・フ ァ イ ル サ ー バ ー 群:計 算 ・フ ァイ ル サ ーバ ー群 は 、1.2TBの デ ー タ保 存
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が 可能 な テ ー プ ロボ ッ トを 接続 した分 散 処 理 型UNIXワ ー クス テ ー シ ョ ン、SPP1600

/XA-8、 と高 速 ワー クス テ ー シ ョ ン、HP9000C160、2台 か ら構 成 され て い る。 高 速 ワー

クス テvシ ョ ンの1台 は 、NIsサ ー バ ー にな って い る の で 、利 用者 登 録 はNIsサ ーバ0

に登 録 を行 え ば 、 利 用 者 は計 算 ・フ ァイル サ ーバ ー 群 のす べ て の ワー クス テ ー シ ョ ンが 利

用 可能 に な る。 しか し、 利 用 者 の ホ0ム デ ィ レク トリは 、SPPと 高 速 ワー クス テ ー シ ョ ン

の2ヵ 所 に で き る。 この 計 算 ・フ ァイ ル サ ーバ ー 群 の コ ン ピュー タは一 般 的 なUNIXコ

ン ピュー タ利 用 と大量 の フ ァイ ル の保 存 を 目的 と した もの で あ る。 図3に 計算 ・フ ァイ ル

サ ーバ ー群 の デ ィス ク レイア ウ トを 示 した 。
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ユ ー ザ ー 領 域 に は 、利 用 者 の ホ ー ム デ ィ レク トリが 置 か れ て い る。

/sambaO,/samba1は 、パ ソ コ ンの利 用 者 か らは2GBし か 見え な い。

/cache1,/cache2に あ る フ ァイ ル は30日 間利 用 され な い と、 自動 的 にテ ー プ ロ ボ ッ ト

に移 動 され る。
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/sambaO,/samba1は 、パ ソ コ ンの 利 用 者 か らは2GBし か 見え な い 。

/cache1,/cache2に あ る フ ァイル は30口 間 利 用 され な い と、 自動 的 にテ ー プ ロ ボ ッ ト

に移 動 され る。

分散処理型UNIXワ ー クステー シ ョン、SPP、 は、8個 の中央処 理装置を持 った もので

ある。 これ らの8個 の 中央処理装置 のうち4つ の 中央処理装 置は並列計算が可能な ように

設定 して ある。 このためSPP上 で は、並列計算が可能 なプ ログラムの実行 につ いては高速

の計算が期待 で き、 また並列計算を含む プログラムの開発 も可能 であ る。残 りの4つ の 中

央処理装置 は完全 に独立 した もの とな って いる。

このspPは 、教 育面では一般 的なUNIX教 育、FORTRANやCと い った コ ンパ イ ラ言語

やawkやperlと い ったス ク リプ ト言語の教育 に利用で き る。研 究面では、大 量のデー タ

を扱 う計算や並列 処理が可能 なプ ログラムの実行 に適 してい る。イ ン トラネ ッ ト関係では、

WWWサ ーバ ーが稼 働 して いるので 、ホー ムペー ジ作成 の教 育やホームペ._._ジによる学 内

用 の情報提供 に利用す るこ とがで きる。

SPPは ファイルサー一バ._.._としての機能 も有 して いる。1つ はテープ ロボ ッ トに よる巨大

デ.__.タの保存 であ る。 このテ ープ ロボ ッ トは、SPPの デ ィス クが見か け上1.2TBあ る

ように して くれ る。テ..___プロボ ッ トの利用 に関 しては、SPPの 利用者 は何 も考え る必 要は

な い。cache1ま たはcache2と いうデ ィレク トリにフ ァイル を置いて30日 間 この フ ァイ

ルを利用 しなければ、SPPは 自動 的にフ ァイルを テープ ロボ ッ トに移動 しSPPの デ ィス ク

上か ら削除 して しまう。利用者が この テー プロボ ッ トに移動 した ファイル を利用 しよう と

すれ ば、SPPは 自動的 に指定 され たフ ァイルを もとのデ ィレク トリに もど して くれ る。 こ

のように、利用者 はテー プロボ ッ トを利用 したこ とを気付かず に ファイルを利用す ること

がで きる。

2つ め の ファイルサーバ ー としての機能 は、SPPの デ ィス クを クライア ン ト機 のデ ィス

クとして提供す るこ とで ある。 この機能 は、現在SPP上 でSambaと い うプ ログ ラムを稼

働 させ るこ とに よ って可能 にな って いる。 この機能 は、 もちろん研 究用 と して も利用で き、

研 究室や本学 の事 務室で利用 しているパ ソコ ンか らで も利用 可能 である。Sambaシ ステム

を利用 でき るパ ソコ ンは、残念 なが ら限 られて お り現在 の ところwindows95ま たは

windowsNTを 搭 載 したパ ソコンだけで ある。SPPの デ ィス クをパ ソコン上 で利 用す るた

めには、計算 ・フ ァイルサ ーバ ー群 に利用登録す る必要が ある。

高速 ワー クステー シ ョン、C160、 は、新 システ ムで は最 も高速 の中央処理装 置を搭載

した コン ピュ0タ で ある。 この ワー クステー シ ョンは、SPPと 同様 、教育 面では…般 的な

UNIX教 育 、FORTRANやCと い ったコ ンパ イラ言語やawkやperlと い ったス ク リプ ト言

語 の教育 に利用で きる。研 究面では、多大 の計算 時間を要 する処理や1利 用者 に よるグラ

フィ ック処理 に適 してい る。
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高速 ワー クステー シ ョンの1台 は、 イ ン トラネ ッ トのサ ーバ ー と して利用で きるように

してあ る。す なわ ち、 イ ン トラネ ッ ト用の ワークステ0シ ョンでは、WWWサ ーバ ーを稼

働 させ て いるので、 ホー ムペー ジ作成 の教育や ホームペー ジに よる学内用 の情報 提供 に利

用す るこ とが で きる。 さ らにこの ワー クステー シ ョンは、イ ン トラネ ッ ト用 の メールサー

バ ーの役 目も果 た して いる。 クライア ン ト機 とこのメール サーバ ーを利用す ることに よ り、

現在 主流 とな って いるパ ソコ ン上での メ0ル ツVル を利用 した電 子メール の教育や 電子 メ

..__.ルの一般利用 が可能 にな る。現 システ ムで は、 メール ツール の利用が できなか ったため

学生 は電 子メールにな じめなか ったが、新 システ ムで は多 くの学生が電子 メール の有用 さ

を体験 でき、今後社会 に出て も電 子 メールの利用 に戸惑 うこ とはない と思われ る。

以上 、計算 ・フ ァイルサーバ ー群 の利用方法を ま とめ る と以下 の様 になる。

(1)UNIX教 育

(2)イ ン トラネ ッ トの利用 と教 育

(3)フ ァイル サーバ ー

(4)高 速 ・大容量 の計算

(5)研 究用 グ ラフィ ック処理(1利 用者)

グ ラ フ ィ ッ ク 処 理 サ ー バ ー 群:グ ラ フ ィ ック処 理 サ ーバ ー群 は 、 ワー クス テ ー シ ョ

ン、HP9000C110、5台 とネ ッ トワー一ク対応 のAO版 カ ラー ・プ ロ ッター か ら構 成 され て

い る。5台 の ワー クス テ ー シ ョンの う ちの1台 は 、NISサ ー バ ー で あ り、16GBの パ ー一

ドデ ィス クを増 設 して このサ ーバ ー群 の フ ァイ ル サ ー バ ー の 役 目 も果 た して い る。 利 用 者

登 録 を このNISサ ーバ,_.に 行 え ば 、利 用者 は この サ ーバ ー群 の すべ て の ワー クス テ ー シ

ョンを 利 用 で き る。 図4に グ ラ フ ィ ック処 理 サvバ ー 群 の デ ィス ク レイ ア ウ トを 示 した。
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システム領域

プログラム領域

ユ ー ザ ー

領 域

/arcl

/arc2

/arc3

/data

/scratch

/narau/local

NFS
ゆ

・滋 睡:1

ゆ

=zas:

㌦・.裳粥'

文4"一 ・・ 几 .一 バ ー 一 ス レ

ユ ー ザ ー 領 域 に は 、 利 用 者 の ホ ー ム デ ィ レ ク トリを 置 い て あ る 。

/arc1,/arc2,/arc3,/data,/scratchは 共 通 デ ー タ 領 域

/narau/localは 共 通 プ ロ グ ラ ム 領 域

このサーバ ー群 は、主 として コ ンピュー タ ・グラフ ィックスの教 育用 に設置 した もので

ある。 コ ンピュータ ・グラフ ィックスは、 高速処理が可能な コ ンピュー タを必要 とす る。

しか しなが ら、教育 用 というこ とを考え る と同時 に複数の利用者が コ ンピュ0タ を利用す

ることになる。最 高速 の コ ンピュー ター設置 して も、多 くの利用者 が コ ンピュー タを 同時

に利用す る とコン ピュー タの処理能力の低 下は著 しい もの とな る。 このため、能力 的には
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少 し劣 るが 、複数 の コン ピュータを小人数 で利用 したほ うが処理能力の低 下が少 な く、教

育効果が 上が る と考え られ るたあ 、5台 の コ ンピュー タによるグラフ ィック処理サ ーバ ー

群 を構築 した。 デ0タ に関 しては、教 育川のため共通 に利用す るデー タが多 くある と考え

られ るため、フ ァイルサーバ ーのデ ィス クを残 り4台 でNSFに よ り利用可能 に して ある。

出力 関 係:出 力装置 は、高速ネ ッ トワー クプ リンタ1台 、ネ ッ トワー ク対応A3版 モ

ノクロ ・レーザー プ リンタ7台 、 ネ ッ トワー ク対応A3版 カ ラー ・イ ンクジェ ッ ト2台 、

ネ ッ トワーク対応AO版 カラー ・プ ロッター1台 を設置 してい る。 これ らの出力装 置は、

すべ ての クライア ン ト機 および ワークステー シ ョンか ら利用可能 にな ってい る。

§3.ま とめ

今 回導入 した新 システム は、現 システム よ り処 理能力 は向上 し、イ ンターネ ッ ト/イ ン

トラネ ッ トに対応 し、 またマルチ メデ ィアに も対応 した もの とな った。 また、 クライア ン

ト機 もwindowsNTを 導入 す るこ とに よ り、 システムの安全性 も保つ こ とが で きるように

な った。新 システ ムで は、 コ ンピュータの使用 目的 によ りネ ッ トワー クで接続 された コ ン

ピュー タ群 を3群 に分割 し、分散処理 の効率化 をはか った。利用者 は、 コ ンピュータの利

用 目的によ りこれ ら3群 の うち最 も適 切な コ ンピュー タシステムを選ぶ ことが可能にな っ

た。

本年度 中には情報処理 セ ンターか ら新 システム利用 の手 引きが刊行 され るので、利用 の

手 引きを参考 に して、多 くの方 々に新 システムを利用 して いた だけ る もの と期待 してい る。

脚 注

1)コ ン ピュー タ ・リテ ラ シ用 ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラ ム と してMicrosoftOffice97Pro

を 導 入 して あ る。

2)X一 クライ ア ン トと してPC-Xwareを 導 入 して あ る。

3)統 計 処 理 用 プ ログ ラム と してSPSSforWindows7.5を 導入 して あ る。
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補 遺.各 コ ン ピュー タ の導 入 ソ フ ト ・ウ ェア と利 用 方 法

Host名 利用者登録 主 な ソ フ ト ・ウ ェア 利用方法
一

MicroOffice97Pro コ ン ピュー タ ・リテ ラ シ教 育

SPSSforWindows7.5 イ ン タ.._._ネッ ト/イ ン トラ ネ ッ ト教 育

デ ィス ク等の VisualBasis4.0 電子 メール クライア ン ト

クライア ン ト群 nt301～nt336 資源を利用す InternetExplorer UNIXコ ン ピ ュー タの 利 用

る場合は必要 InternetMail VisualBasicに よ る プ ロ グ ラ ム 開 発

PC-Xware データベ ースの 開発

SQL

FORTRAN,C,pert,awk,gcc
UNIXの 基礎 教育

apatche
プログラム言語教育

spp
samba

emacs

ホー ムペ ー ジ作 成

プ ログラム開発

mule 高速演算
フ ァイル の保存

計 算 ・フ ァ イ ル

サ ー・バ ー 群
必要 FORTRAN,C,pert,awk,gcc

UNIXの 基礎教 育
apatche

プログラム言語教育
mule

ホ ー ム ペ ー ジ作 成
hpO1,hpO2 SMTP/POP3(hpO1の み) プ ログラム 開発

A>S(hpO1の み) 高速演算
研 究用 グラ フィ ック処理

メ ー ル サ ー バ ー(hpO1の み)

グ ラ フ ィ ック処

理 サ ーバ ー群
gwsO1～gwsO5 必要

C,awk

mule

gcc,pert(gwsO1の み)

グ ラフィ ック処理 教育
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